
　 工事名　：　令和６年度　 上山崎橋橋梁補修工事

位　　置 　 図

S　=　１　：　５，０００ 弘　　前　　市

施工箇所



図面番号

令 和 ７ 年 度

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

橋梁補修一般図

１５ 葉 １

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

橋梁補修一般図

設 計 条 件

橋 名

路 線 名

竣工年月日

上 山 崎 橋

市道 桜ヶ丘12号線

昭和51年 3月 ※橋齢49年

設計活荷重 TL－14

橋 長 14.150m (1径間)

幅 員 2.50m + 2.50m = 5.00m

支 間 長 13.350m

形 式 単純RCT桁

ゴム支承支 承

斜 角 57°00′00″

上

部

構

造

下
部
構
造

形

式
基 礎 直接基礎

躯 体 重力式橋台

部材名

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

上山崎水管橋(SUS250A-STK350A)

空気弁

HPΦ
600

HPΦ
300

IP.2

HPΦ
600

HP
Φ
60
0

組合せ300

組合せ300

DIPΦ250

HPΦ600

DI
PΦ

25
0

BM.1

至 桜ヶ丘

2
9
8
1

(
2
5
0
0
)

2
9
8
1

(
2
5
0
0
)

(3500)

4173 (3500)

4173

6
9
1
6

(
5
8
0
0
)

4
7
7

5
9
6
2

4
7
7

(
4
0
0
)

(
5
0
0
0
)

(
4
0
0
)

A1

土
淵
川

支間長 13350
(11196)

350
(294)

350
(294)

50
(42)

桁長 1405050
(42) (11783)

(11867)
橋長 14150

平 面 図 S＝1：100

至 城南

(低圧注入工法)

ひび割れ補修工

床版補強工

排水施設工

コンクリート撤去、打設

床 版

主 桁

支 承

地 覆

橋 面

横 桁

左官工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ)
低圧注入工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂)

対策工法

連続炭素繊維格子シート工法

左官工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ)
低圧注入工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂)

低圧注入工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂)

沓座ﾓﾙﾀﾙ補修工

防水層設置

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去、打設

補修対策

ひび割れ補修工
断面修復工

床版補強工

断面修復工
ひび割れ補修工

支承補修工

地覆補修工

橋面防水工

ひび割れ補修工

橋梁補修一覧表

伸縮装置

橋梁用防護柵工

排水施設工橋梁付属物

床版水抜孔設置
埋設型排水桝設置

区画線 区画線工 溶融式区画線

2
2
6
6

2
2
6
6

(
1
9
0
0
)

(
1
9
0
0
)

1
1
9
2

1
1
9
2

4
5
3
2

6
9
1
6

(
1
0
0
0
)

(
1
0
0
0
)

(
3
8
0
0
)

(
5
8
0
0
)

伸縮継手工

地覆補修工

区画線工

溶融式区画線(停止線)

区画線工

溶融式区画線(横断歩道)

A2 摺付舗装工

摺付舗装工

摺付部 摺付舗装工

防護柵撤去、設置

排水管撤去、設置
排水桝設置

防護柵撤去、設置

排水管撤去、設置

伸縮装置取替え

排水桝設置

表面被覆工 浸透性保護塗装(高分子系)

舗装撤去、復旧

舗装撤去、復旧

舗装撤去復旧工浸透性保護塗装(高分子系)

表面被覆工

注記： 図上の上段寸法は、橋軸方向及び河川流向の数値である。

また、下段の( )内寸法は、橋軸に対し直角方向及び河川流向に対し直角方向の数値である。

H=64.934

土淵川

57ﾟ00′
00″

4
2
0

1
0
5
0

6916

477 4775962

2981 2981

(400)

(2500)

(5800)

(400) (5000)

(2500)

1
7
0

1
7
0

(
現
況

2
0
0
)

(
現
況

2
0
0
)

1192 1192

(1000) (1000)

2＠2266＝4532

6916

(2＠1900＝3800)

(5800)

※計画Grは路面より1.1mとし、
笠木付、横ビーム付(児童用)
とする。

断 面 図

A1 A2

支間長 13350 350

橋長 14150

41734173

（3500） （3500）

5
0
0
0

5
0
0
0

350 350

50桁長 1405050

(294)

S＝1：50

(11867)

(11783)(42) (42)

(294) (11196)

側 面 図 S＝1：50

9
3
0

コンクリート撤去、打設

水切り材

軟質PVC

軟質PVC

水切り材

沓座モルタル補修工 沓座モルタル補修工

至 桜ヶ丘 至 城南 (2.0 %) (2.0 %)
2.0 %2.0 %

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

連続炭素繊維格子シート工法

断面修復工(左官工法)

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

断面修復工(左官工法)

ひび割れ補修工(低圧注入工法)
舗装撤去、復旧舗装打換え工舗装打換え工(舗装撤去、復旧)

橋面防水工(防水層設置)

伸縮継手工 伸縮装置取替え

架橋条件 一級河川 土淵川(管理者:青森県)

排水施設工

排水管撤去、設置
排水桝設置

支承補修工支承補修工
断面修復工(左官工法)

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

排水施設工

排水管撤去、設置
排水桝設置

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

断面修復工(左官工法)

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

舗装打換え工(舗装撤去、復旧)

橋面防水工(防水層設置)

橋梁用防護柵工

防護柵撤去、設置

橋梁用防護柵工

コンクリート撤去、打設

地覆補修工

伸縮継手工

伸縮装置取替え

摺付舗装工

舗装撤去、復旧

浸透性保護塗装(高分子系)

表面被覆工

伸縮継手工

伸縮装置取替え
摺付舗装工

舗装撤去、復旧

浸透性保護塗装(高分子系)

表面被覆工

排水施設工

排水管撤去、設置
排水桝設置

防護柵撤去、設置

橋梁用防護柵工

地覆補修工

舗装打換え工(舗装撤去、復旧)

橋面防水工(防水層設置)

断面修復工(左官工法)

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

断面修復工(左官工法)

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

ひび割れ補修工

低圧注入工法

浸透性保護塗装(高分子系)

表面被覆工

浸透性保護塗装(高分子系)

表面被覆工 表面被覆工(浸透性保護塗装(高分子系))



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

橋面防水工図(1)

橋面防水工図(1)

橋長 14150

側 面 図

配 置 図 S＝1：50

S＝1：50

50桁長 1405050

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

A1 A2

5
0
0
0

5
0
0
0

2540 4485 4485 2540

排水装置

至 桜ヶ丘 至 城南
0.1 ％

排水装置 導水パイプφ15

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

フレキシブル管φ20 フレキシブル管φ20

2540 25404485 4485

至 城南至 桜ヶ丘

0.1 ％

橋面防水工

排水装置 N=1箇所 排水装置 N=1箇所

排水装置排水装置 導水パイプφ15

フレキシブル管φ20 フレキシブル管φ20

4
0
0

4
0
0

5
8
0
0

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ管φ20(かしめ加工 有)

実寸法 L=3500/本 実寸法 L=3500/本

実寸法 L=1600/本

フレキシブル管φ20

埋設型排水桝

埋設型排水桝 埋設型排水桝

フレキシブル管φ20

埋設型排水桝

埋設型排水桝 埋設型排水桝

床版水抜孔

床版水抜孔

床版水抜孔

橋長 14150

50 桁長 14050 50

358 358

A2A1

5
0
0
0

59
62

13334

57ﾟ

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ２

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

樹脂製 L=12.6m

導水パイプφ15

樹脂製

N=1箇所N=1箇所

樹脂製 L=12.6mｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当 ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

橋面防水工図(2)

橋面防水工図(2)

(
舗

装
厚
)

導水パイプ φ15

3
0

防水層立上げ

[ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装]

[床 版]

S=1:5

3
0

橋面防水端部処理

防水層詳細図
（塗膜系複合型）

S=1:5

地覆部

硅 砂

硅 砂

浸透系防水材

下地処理

6916

(5800)

端部

5962

(5000)

477

(400)

477

(400)

2981

(2500)

2981

(2500)

t=3cm (W=5.0m)
9
0
0

4
2
0

1
0
5
0

1192

(1000)

2＠2266＝4532

(2＠1900＝3800)

1192

(1000)

1
7
0

(
現

況
2
0
0
)

1
7
0

(
現

況
2
0
0
)

実
寸

法

床版水抜孔

床版水抜孔

6916

(5800)

9
0
0

4
2
0

1
0
5
0

1
7
0

(
現

況
2
0
0
)

1
7
0

(
現

況
2
0
0
)

1192

(1000)

2＠2266＝4532

(2＠1900＝3800)

1192

(1000)

6916

(5800)

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当 ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当
埋設型排水桝 埋設型排水桝

t=3cm (W=5.0m)

6916

(5800)

5962

(5000)

477

(400)

477

(400)

2981

(2500)

2981

(2500)

注記： 図上の上段寸法は、河川流向の数値である。

また、下段の( )内寸法は、橋軸に対し直角方向の数値である。

（
現
況

）
（

現
況

）

S＝1：50断 面 図

一般部

固定金具

(1本/箇所)

固定金具

(1本/箇所)

表層：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型

基層(ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ)：②密粒度As(13)改質Ⅱ型(乳剤無)

表層：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型

基層(ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ)：②密粒度As(13)改質Ⅱ型(乳剤無)

6
0
0
以

上1
6
0
0

(2.0 %) (2.0 %)

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ３

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

(浸透系防水材・塗膜系加熱型防水材)
複合床版防水層

塗膜系加熱型防水材

樹脂製

成型目地材 低弾性 (t=5mm、h=30mm)

h=30mm

t=3～5cm(平均厚4cm) (W=3.0m)

t=3～5cm(平均厚4cm) (W=3.0m)



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

舗装打換え工図

舗装打換え工図

S＝1：20摺付部舗装構成図

掘削部

摺付舗装 撤去・復旧

不陸整正：補足材C-20

t=0～6cm(平均厚3cm)

表層：⑤再生密粒度As(13F) t=5cm

至 桜ヶ丘

A1 A2
舗装復旧工

橋長 14150

桁長 1405050 50

358

(300)

358

(300)(300)

既設As舗装撤去
伸縮装置

平 面 図 S＝1：50

5422

至 城南

4000

3
5
0

3
5
0

4
0
0

4
0
0

5
0
0
0

5
8
0
0

A1 A2

50桁長 1405050

橋長 14150

側 面 図 S＝1：50

358 358

(300)(300)(300)(300)

40004000

至 桜ヶ丘 至 城南

4
3
0
0
(
既

設
A
s
舗

装
幅
)

伸縮装置 伸縮装置

1784

既設As舗装撤去

区画線 3680

摺付舗装
摺付舗装

区
画

線
2
1
4
0

既設As舗装撤去

区画線 3680

区画線工 溶融式区画線

断 面 図 S＝1：50

5800

400 2500 2500 400

10001000

既設As舗装幅 4300

350

既設床版
露出部

350

(平均厚1cm)

基層幅 3000

既設As舗装撤去 t=2～0cm

(300)

358

A=23.60ｍ2
A=23.60ｍ2

13334(As舗装復旧長)

13334

区画線工 溶融式区画線

表層：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型

基層(ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ)：②密粒度As(13)改質Ⅱ型(乳剤無)

t=3～5cm(平均厚4cm) (W=3.0m)

t=3cm (W=5.0m)

358

4000

6
0
0
0

358358

6
0
0
0

1784

5422

区画線 2810

区画線 1560

区画線 2190

区画線 3440

57ﾟ

0.90 % 1.49 %

摺付舗装 摺付舗装

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ４

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

停止線(ゼブラ)W=300mm

横断歩道(ゼブラ)W=450mm

既設床版
露出部

A=23.60ｍ2

A=66.70ｍ2
A=60.40ｍ2

A=23.60ｍ2

既設As舗装版切断 t=50mm

L=6.0ｍ

既設As舗装版切断 t=50mm

L=6.0ｍ



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

伸縮継手工図

伸縮継手工図

取付断面図 S=1:5 注1:Xの値はジョイント遊間設置表を参照のこと。

《標準温度時》

〈200〉 100+X 〈200〉

30 40+X 30

H1 H1
コンクリートアンカー

3
0

7
0

7
0

〈120〉 80 80 〈120〉

300 42 300

リブ兼用誘導板 詳細図

100

200

100

※t=16

超速硬コンクリート

※1

D16 E1E1 D16

超速硬コンクリート

切欠き線 切欠き線
D16 D16

コンクリートアンカー

注2:< >内寸法は橋軸方向を示す。

※1:コンクリート流出防止材

地覆部 詳細図 S=1:10

《標準温度時》

〈50〉《112》〈100〉

71

71

《30》66
親柱

D22アンカーバー

1
7
0

桁側橋台側

8
0

親柱

57ﾟ

4
7
7

1
0
0

1
0
0

正面方向

注:< >内寸法は橋軸方向を示す。

2950

E1

E1 16-D16x2950

補強鉄筋加工図

H1

H1 176-D16

継手部詳細図

断面図

S=1:10

接続用シールゴム
貼付け

側面図

1616

5
7
02
0

3
0

2
0

補強鉄筋材料表

適用 記号 断面 単尺 単重 1本当重量 員数 重量 材質

H1
E1 φ D16

〃〃
2950
-

1.560
-

4.602
-

16
176

TOTAL ---

73.6
-
73.6

SD345

kg

特記事項

1:詳細寸法等は現地検測後決定とする。
2:補強鉄筋は現場手配とする。

(全箇所)

現場切断

接続用シールゴム
貼付け

R30

φ20
M12x60

※現場手配とする。

コンクリートアンカー

※余長は切断のこと コンクリートアンカー

平面図 S=1:30

製品ピッチ 3458 3458

47729812981477

桁側

橋台側

57ﾟ

CL

親柱親柱

継手部

7
0

横断面図 S=1:30

R側L側 477 4775962

6916

2981 CL 2981

2
5
6

5
07
0
1
7
0

8

2
5
6

8

5
0 7
0
1
7
0

20C 20C

リブ兼用誘導板16t

リブ兼用誘導板16t D16 H1

E1D16H1 D16

樋付属ゴム管 樋付属ゴム管

樋付属ゴム管

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

A=0.13m2(両側)

単尺

設計条件

橋梁条件
温度範囲
標準温度
橋長

伸縮桁長

-15℃～+35℃
+10℃

14.150m
14.050m

7.1mm
17.1mm

伸縮移動量
温度変化

常時移動量

許容伸縮量 60mm
適応遊間 82mm

伸縮装置許容量

注1:常時移動量には10mmの余裕量を含む。
注2:伸縮装置は遊間を跨ぐものとする。

ジョイント遊間設置表

Xmm
+30

+20

+10

0

-10

-20

-30

ジョイント

遊間量

-15 -10 0 +10 +20 +30

℃

+35

a

c

ジョイント取付け時の気温

「ジョイント遊間設置表」解説
1:表は図中のXの値を示す。
2:a=温度変化
3:c=(適応遊間値-遊間値) または、
c=(伸縮装置伸縮量-常時伸縮量)

4:標準温度 +10℃{H29道示Ⅰ共通編8.10}
5:1℃当りの伸縮量=温度変化/全温度
6:現場設置時は現地の温度{気温}を確認し、

適切な設置幅を決定する事。
7:Xは標準温度時X=0mmとする。
8:Xの算出は次式による。

X=(標準温度-気温)x(温度変化/全温度)

伸縮装置材料表

(全箇所)

型式
4

本数 長さ 適用 重量
鋼製ジョイント 3458 車道部 100kg(1本当り)

13m832
13832

TOTAL --- － －

リブ兼用誘導板 200x50x16t 車道部重量に含む1箇所 48枚96枚
4箇所 － －

※:二次止水ホース(φ19x5m)、ニップル付き

伸縮装置配置図 S=1:100

橋長 14150

桁長 1405050 50

4
0
0

57ﾟ

5
0
0
0

A-1 A-2

C
L

4
0
0

5
8
0
0

樋付属ゴム管※

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ５

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

伸縮量60㎜タイプ

≒74

鋼製地覆カバー
ｽﾗｲﾄﾞ式 170W×477L×6t

鋼製地覆カバー
ｽﾗｲﾄﾞ式 170W×477L×6t



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

排水施設工図(1)

排水施設工図(1)

(JIS H 8641 HDZT77) 仕上げを行う。
2.SS400は全て溶融亜鉛メッキ

但し、ボルト類はHDZT35とする。
3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

耐食性向上の措置を講じる。
4.現地調査にて寸法確定後製作する。

ステンレス排水装置

補 修 図
スパイラル直管詳細図

P 製作数=4

(高気密ステンレス排水管)

S＝1：20

2.0 %

φ202

6
0
0

1
5
0

250

S

1
5
3
0

3
7
0

DR

50

スパイラル直管

125 250

250

外径202

8
0

3
0
045.0°

t=1.2

t=1.2

t=0.5

6

1.5

グレーチング詳細

5

22 22
44 6

FB38x4.5 TBﾛ6

I-44x5x3(ｾｰﾌﾃｨ加工)φ18穴

30

120
62.5 47.5

2
8
4

6
x
5
0

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

φ
200

4-φ14孔
4-BT固定 M10

1
5
3
0

3
4
0

230

2
0
2

取付金具詳細図
S 製作数=4

ステンレス排水桝詳細
DR 製作数:4（20kg/個以下）

2-PL 60x2x336 (リブ･フランジ複合加工）(SS400)

2-B.N M12x35(SS400)
2-PL 50x2x423(SS400)

2-EPDM 50x3x300
2-アンカーボルト M12x100(SS400)

4
5

2
1
2

4
5

2
32
2

2
3

2
2

2

φ
20
8

2

2
2

2
3 4
5

2
1
2

4
52
3

2
2

38 284 38

7
2
.
5

5
7
.
51
2
0

3
9
0

6
0

125 125

φ185

6
0

3
9
0

φ185

180 180

360

2
5
0

360250

4
5
0

4
5
0

250

3
0
2

2525

50

2525
50

3
0
2

止水処理

2-φ14孔

内側EPDM貼付（t=3） 1
2
2
4

S
G
P
φ
1
0
0

既設排水管撤去

2-φ14孔

チェーン取付

グレーチング

4-ナット固定
4-BT溶接 M10

φ18穴

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ44x5t

FB44x4.5

2-水抜き孔 φ20

t=6.0mm

t=1.2mm
4-ナット溶接 M10

(4箇所)

詳 細 図

排 水 装 置

114

2
4
4

3
0

φ185

8
4

250

至 城南

橋長 14150

50 50桁長 14050

2540 2540

排水装置排水装置

排水装置

8970

S＝1：100平 面 図

排水装置

DR

DR

A1 A2

DR

DR

(
4
0
0
)

(
4
0
0
)

(
5
0
0
0
)

(
5
8
0
0
)

至 桜ヶ丘

6
9
1
6

5
9
6
2

4
7
7

4
7
7

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

床版水抜孔

床版水抜孔

埋設型排水桝

埋設型排水桝 埋設型排水桝

埋設型排水桝

57ﾟ

A1 A2

5
0
0
0

5
0
0
0

50桁長 1405050

橋長 14150

2540 2540

至 桜ヶ丘 至 城南

側 面 図

0.1 ％

S＝1：50

8970

6
0
0

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

フレキシブル管φ20 フレキシブル管φ20

フレキシブル管φ20(かしめ加工 有)

実寸法 L=3500/本 実寸法 L=3500/本

実寸法 L=1600/本

埋設型排水桝埋設型排水桝

床版水抜孔

360 360

6
0
0

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ６

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

導水パイプφ15

樹脂製

導水パイプφ15

樹脂製

導水パイプφ15

樹脂製

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

排水施設工図(2)

排水施設工図(2)

埋設型排水桝

固定金具 φ20用

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当(端部)参考設置図

フレキシブル管 Φ20

橋台部 桁 部

S=1/20

高さ寸法

Ｈ

200

規 格

250

300

350

400

450

500

150

本体管

備 考名 称

SUS304 φ48.6

規格・寸法 数量

1式

接続保護材 内径収縮率50％以上 L=80 1本

脱落防止材 ダブルナット方式 1個

凍結対策材 独立気泡発泡内装コイル 1式

1本

透水フィルター 透水性フィルター暴露対応型 1式

ガスケット t=0.5 1式

（セメント系または樹脂系）

φ48.6mm t=2mm

70

本体内径

標準付属品

SUS304 L=1600 φ20

平面図

数量表（1基あたり）

床版水抜孔製品図

t=2mm

高機能床版水抜パイプ相当

断面図

断面図

※寒冷地仕様(C)のみ

10％

止水材

固定用リブ

ドレーン管

※SUS製 外径22㎜

正面図 側面図

埋設型排水桝詳細図

平面図

ドレーン管詳細

※２重管止水パッキン t=3

標準付属

フレキシブル管

流末処理

(接続する場合)

S=1/2

S=1/2

H
=
3
0
0

既設床版

φ48.6

φ60.0

フレキシブル管

固定金具 1本φ20用サドルバンド ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ 拡張アンカー 寸切ボルト N・W

床
版

厚
2
6
5

44.60

70

7
0

64

20

40

80

5
0

60

120

6
0

30

50

6

40 2
0

13
.5

50

2
4

6
4

2
3

13

54

50

221
9

約1000

床版下面処理材

凍結対策材

間詰材料

本体管 SUS

脱落防止材

透水フィルター

ガスケット

フランジ SUS

フレキシブル管
ＰＶＣ管

接続保護材

フレキシブル管 φ20

遊間部から桁下へ排水

名 称 規格・寸法 数 量 摘 要

4 箇所 車道部ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

名 称 規格・寸法 数 量 摘 要

本体鋼材

固定用リブ

止水材

フレキシブル管

ＰＶＣ管

固定用付属品

ドレーン管

固定金具

SUS304 t＝3㎜

SUS304 t＝2㎜

水膨潤ブチル系 t＝5㎜

耐圧軟質塩化ビニール φ13.5（8）㎜

M8 拡張アンカー 寸切ボルト N・W

SUS製 φ22（19）㎜

1 式

式1

1 式

1 本

1

1

本

本

1 式

※ 排水パイプの詳細取付け位置及び長さは現地を確認して決定する。

SUS304 L=3500 φ20（15）㎜

埋設型排水桝

※ 埋設型排水桝の詳細設置位置は現地を確認して決定する。

数量表

数量表（1箇所あたり）

埋設型排水桝

チッピング

ｼﾞｮｲﾝﾄﾄﾞﾚｰﾝ相当

埋設型排水桝断面図

伸縮装置

S=1/5

フレキシブル管設置箇所のみ

φ20用サドルバンド コンクリートアンカー 箇所2

橋台側 桁 側

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ７

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

かしめ加工 有



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

地覆補修工及び防護柵補修工(1)

地覆補修工及び防護柵補修工(1)

水切り材断面図 S=1/1

材質：軟質PVC

L=14.05ｍ×2=28.1ｍ

25

1
5

ビーム取付詳細図 S＝1/5

M16x35

M16x35(6.8)

［-150x50x3.2

PL120x3.2x250

笠木

M20x145
GRブラケット取付用ボルト

ビーム取付用ボルト

笠木取付用ボルト

ブラケット（耐雪型）

ビームパイプ取付詳細図 S＝1/5

M12x70

ビームパイプ取付用ボルト

φ48.6x2.3

M16x140

PAブラケット取付用ボルト

120

φ114
.3

U字アンカーボルト S=1/10

2
0

側面図(車道側より)

40

20 20

伸縮目地
Ｖカット

として使用する。単位膨張材料は30kg/m3とする。

地覆伸縮詳細 S=1:10

2
0
0

地覆コンクリート打設

M22

平面図

40

20 20

4
0
0

伸縮目地

Ｖカット

シリコン系シール材

※地覆コンクリート(24-12-25)には、膨張材を混和材

シリコン系シール材

伸縮目地Ｖカット N=4箇所(片側2箇所)

2
3
0

1
7
0

1
8
0

170

6
0 5
0

1
7
0

3
0

R25

支柱 S=1/15

A

A

A-A 断面図

4-φ30

地覆コンクリート撤去

S=1/15撤去断面図

路
側

道

路
側

道

○

○

2％

コンクリート打設

S=1/15設置断面図

プライマー塗布

既設地覆鉄筋(推定)

既設地覆鉄筋(推定)

水切り材設置

軟質PVC

支柱切断

Gr-C2-2B(耐雪型)…笠木、ビームパイプ付

1ｍ当り重量 23.3kg(ｶﾀﾛｸﾞ値)

※支柱切断面に防錆処理を行う

⑫-2 24-12-25(BB)

既設防護柵

120

2
0
0

2
5
0

1
6 1
3
0

3
0
0

4
9
6
.
8

9
2
6
.
8

9
3
0
(
笠
木

含
む

)

3
.
2

4
0

170 4040

250

2
0
0

2
2
0

1
0

400

1
7
0

2
5
0

4
0

100

320 40

4
0

40

φ114.3

6
1
0 1
6

400

3
0

100

320 4040

4
0

1
7
0

3
0

1
7
8

1
0
2
2
0

φ22(貫通孔)

φ114.3x4.5

φ14（貫通孔）

2-18x24長孔

2 %

2 %

断面図 S＝1/30

(N,SW,W)

UボルトアンカーM22

83

1
1
0
0

5
0
0

6
0
0

3
5
0

4
3
0

5
0
0

9
3
0

3
0
0

1
3
0

1
8
0

1
6

400

1
7
0

200200

S＝1/40正面図

地覆コンクリート撤去打設

平面図 S=1/40

ビームパイプ間隔

5000 Ｖカット 地覆コンクリート撤去打設Ｖカット

伸縮目地

Ｖカット

伸縮目地

Ｖカット

伸縮目地

Ｖカット

伸縮目地

Ｖカット

2
0
0

4
0
0

5
0
0
0

5
8
0
0

2
0
04
0
0

笠木間隔

500 1500 2000 2@4000=8000 1500 500

150150

50

1
7
0

2
0
0

橋長 14150

桁長 14050

5@2000=100001500500

50 50

支柱間隔

550 1500 5@2000=10000 1500 500支柱間隔

5000 4050 5000

450 1500 5@2000=10000 1500 450

4050 5000

Gr-C2-2B 14000

ビーム支柱間隔

2
0
0

2
0
0

40505000

1500

5000

550

φ114.3x4.5 2.3x350x50φ42.7x2.3 伸縮目地 伸縮目地

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ８

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

膨張材 30kg/m3



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

地覆補修工及び防護柵補修工(2)

地覆補修工及び防護柵補修工(2)

ビームパイプ S＝1/5

袖ビームパイプ S=1/5

笠木・ビーム取付ボルト S=1/5 GRブラケット取付用ボルト S=1/5 ビームパイプ取付用ボルト S＝1/5 PAブラケット取付用ボルト S＝1/5

2-22x28長孔

2-φ14 2-14x18長孔

M16(6.8) M20(4.6)

S=1/5GR ブラケット (耐雪型)

14x20長孔 φ48.6x2.3

φ48.6x2.3

PAブラケット S=1/5

100

200

300

417.5

502.5

3.2

35

3.2 13

145

35

φ
4
0

3.2 16

φ
4
0

1
2
0

6 3
1

30 30
1995

25
102.370 140

25
3.2 13

30

5
53

3.
2

77

φ18

49 28

1
2
0

2
7
.
5

2
7
.
5

6
5

22x50長孔

M12 M16

14x18長孔

t2.3

巻袖ビーム S=1/10

4-18x24長孔

2
0
0

660

500

200

160

3
5
6

笠木 S=1/20 端部笠木 S=1/20

ビーム S=1/20

4-18x24長孔 2-18x24長孔 18x24長孔

6-22x40長孔 2-18x24長孔 6-18x24長孔 6-22x40長孔 6-18x24長孔

Gr-C2-2B(耐雪型)…笠木、ビームパイプ付

4000

10050

1
5
0

3
.
2

1800 200 1800 100 100

2000(1500)

1800(1300) 100 50

3
.
21
5
0

150

50

2.3

3
5
0

50

170

200

160

200

170 2000(1500)

2330(1830)

160

200 200200

2000 2000

4330

100

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 ９

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

表面被覆工及び床版補強工(1)

表面被覆工及び床版補強工(1)

側 面 図 S＝1：100

(700)

835

(700)

835

5050 桁長 14050

橋長 14150

至 桜ヶ丘 至 城南

下 流 側

1-9 2-9

(700)

835

(700)

835

5050 桁長 14050

橋長 14150

至 桜ヶ丘 至 城南

上 流 側

1-5,2-5

1-8 2-8

また、下段の( )内寸法は、橋軸に対し直角方向及び河川流向に対し直角方向の数値である。

注記： 図上の上段寸法は、橋軸方向及び河川流向の数値である。

785

(658)

785
(658)

A2A1 A2A1

785
(658)

785
(658)

1
2
7
0

5
0

1
0
5
0
1
7
0

7
9
01
3
0

1
3
2
0

1
0
5
0

5
0

2
2
0

1
0
4
0

600 600

3
2
0

1
3
2
0

600600

1
7
0

345

1
1
5
0

133

264

組合せ暗渠300型

表面被覆工

表面被覆工 表面被覆工

床版下面図

断面修復1

(
7
7
5
)

(
4
5
0
)

(
1
4
5
0
)

(
4
5
0
)

(
1
4
5
0
)

(
4
5
0
)

(
7
7
5
)

1
7
2
9

5
3
7

1
7
2
9

表面被覆工

表面被覆工

2-2

2-1

835

(700)(700)

土
淵
川

(
5
8
0
0
)

6
9
1
6至 桜ヶ丘

桁長 14050

橋長 14150

S＝1：50

断面修復2

至 城南

(
6
2
5
)

(
1
1
5
0
)

(
1
1
5
0
)

(
6
2
5
)

表面被覆工

表面被覆工

1-2

1-7
表面被覆工

2-7

1
4
5
0

1
4
5
0

1-3,2-3

表面被覆工

(775)(450)(1450)(450)(1450)(450)(775)

(5800)

(1150) (1150)

表面被覆工

1-4,2-4

表面被覆工

1-6,2-6

G3

断 面 図 S＝1：50

床版補強工標準断面図

(2方向連続炭素繊維シート)
S=1:50

G2G1

ひび割れ1

ひび割れ2

835

炭素繊維貼付け延長(1450) 炭素繊維貼付け延長(1450)

ハンチ隅角部処理

施工延長：15.3m

2方向連続炭素繊維格子シート

断面修復3 断面修復4 断面修復5 断面修復6

断面修復7

断面修復9

断面修復10

断面修復11

断面修復12

断面修復13 断面修復14 断面修復15 断面修復16

断面修復17

断面修復18

断面修復19

表面被覆工

1-1

A1
A2

(408)(250)

785

(658)

487298

断面修復8

9
2
3
.
5

9
2
3
.
5

1
3
2
0

1
5
2
0

9
7
0

5
0

1
0
5
0

5
3
7

5
3
7

【注記】1.施工時諸寸法は、現地計測により決定する。

2.幅は橋直角方向、長さは橋横軸方向である。

2方向連続炭素繊維格子シート 2方向連続炭素繊維格子シート

A=11.10m2(全体)

①全面貼1.450×4.100＝5.95m2 ②全面貼1.450×3.550＝5.15m2

50

7
4
5

1
3
7
1

1
3
7
1

7
4
5

4100

3550

貼
付

け
幅

貼
付

け
幅

537 1729 537 1729 537

6916

1
0
0

1371 1371

8
5
0

1
5
0

（1150）

1729（1450） 1729（1450）

6916（5800）

(150)(150) （1150） (150)(150)

50
923.5 923.5

923.5（775）
537（450） 537（450） 537（450）

923.5（775）

57ﾟ

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 １０

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

床版補強工 床版補強工

表面被覆工 表面被覆工



図面番号

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

表面被覆工及び床版補強工(2)

表面被覆工及び床版補強工(2)

NO,SCALE

1
0
0
0

1000

AA
ラップ長100mm以上

不織布（透明）

2方向炭素繊維シート

5
5.

9
5
5.

9

1
01

.6

5
5.

9

1
01

.6
1
01

.6

101.6101.6101.6
55.9

45.7

55.9

45.7

55.9

45.7

4
5.

7
45

.7
45

.7

2方向連続炭素繊維格子シート平面図

ハンチ隅角部処理詳細図 2方向炭素繊維シート貼付詳細図

床版

床版

（特記事項）

1．図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

2. 補強繊維シート同士のラップは100mm以上を確保する事。

3．床版補強工の前に橋面防水工を施工する事。

4．施工前に床版の調査を行い、0.2mm以上のひび割れ、

断面欠損、コンクリートの不良部、段差等が確認された

場合には、ひび割れ補修工、断面修復工等を行う事。

A - A

床版

(全面貼り)

50

ラップ長100mm以上

2方向炭素繊維シート幅＝1260mm

エポキシ樹脂系パテ材（0.17kg/m）

断面修復 不陸修正 ひび割れ補修

下地処理工

プライマー塗布（0.15kg/m2）
含浸接着剤塗布（0.50kg/m2）

2方向炭素繊維シート（PVMシート）

含浸接着剤塗布（0.30kg/m2）

上塗り工（0.12kg/m2 x 2層）

2方向炭素繊維シートのラップ

断面修復工詳細図

断面修復工フロー

既設鉄筋防錆処理

プライマー塗布

カッターライン（平均）

ｔ

※

ポリマーセメントモルタル

コンクリートはつり
劣化部除去

鉄筋ケレン

鉄筋防錆処理

養生

完了

プライマー塗布

断面修復

錆汁滲出部のみ

※ 鉄筋露出部，

（特記事項）

1,図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。

2,はつり処理にあたり、既設面との境界部がﾌｪｻﾞｰｴｯｼﾞとならないように
ﾃﾞｨｽｸｶｯﾀｰで10～20mm程度の切込みを入れる。

3,脆弱部を撤去後、露出した鉄筋は錆を除去し、防錆措置を行うこと。
4,表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修について協議を行い判定する。

幅(W) 長さ(L) 深さ(t) 面積(m2) 体積(m3)

修復

番号

修 復 寸 法 (mm) 修復数量
備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

断面修復工数量表（左官工法）

10

50

幅(W) 長さ(L) 深さ(t) 面積(m2) 体積(m3)

修復

番号

修 復 寸 法 (mm) 修復数量
備 考

11

12

13

14

15

16

17

18

600 250

250 150

0.15

0.04

0.008

0.002

19

50

50

50

50

50

50

50

50

200 200

250 250

300 300

300 350

1000 150

300 300

300 250

400 150

0.04

0.06

0.09

0.11

0.15

0.09

0.06

0.08

0.002

0.003

0.005

0.005

0.008

0.005

0.004

0.003

50300 200 0.06 0.003

50

50

50

50

50

50

50

200 200

350 500

250 180

400 270

350 170

300 200

200 200

0.04

0.18

0.05

0.11

0.06

0.06

0.04

0.002

0.009

0.002

0.005

0.003

0.003

0.002

50200 200 0.04 0.002

50

表面被覆工詳細図

下地処理

高分子系浸透性防水材塗布
（特記事項）

2,断面欠損部や脆弱部等は断面修復を行う。
3,残存している不要な型枠は撤去する。

5,施工時は周囲に飛散しないように、作業完了後(24時間)は降雨にさらされ
ないように、養生を行う。

4,塗布面の乾燥状態を確認した上で、ﾛｰﾗｰﾊｹにて含浸させる。

1,図中、詳細寸法等は現地計測の上決定すること。

位置・番号 算 定 式

表面被覆工数量表（下地処理有）

1-1(張出床版)

Ａ１側

1-3(横桁前面)

1-4(横桁下面)

1-5(主桁側面)

1-6(胸壁前面)

1-9(胸壁側面)

1-8(胸壁側面)

1-2(床版下面)

1-7(橋座面)

面積(m2) 備 考 位置・番号 算 定 式

Ａ２側

A=1.729×0.408×2

A=0.850×1.729×2

+(1.729+1.371)÷2×0.100×2

A=1.729×0.250×2

A=0.600×0.170+0.345×1.150÷2 0.30

3.25

1.29

1.41

面積(m2) 備 考

A=1.729×0.408×2

A=0.850×1.729×2

+(1.729+1.371)÷2×0.100×2

A=1.729×0.250×2

A=0.600×0.170

A=(0.320+1.040)÷2×0.600

0.10

0.41

3.25

1.29

1.41

2-8(胸壁側面)

2-9(胸壁側面)

2-1(張出床版)

2-2(床版下面)

2-3(横桁前面)

2-4(横桁下面)

2-5(主桁側面)

2-6(胸壁前面)

2-7(橋座面)

2-8(胸壁側面)

2-9(胸壁側面)

2-1(張出床版)

2-2(床版下面)

2-3(横桁前面)

2-4(横桁下面)

2-5(主桁側面)

2-6(胸壁前面)

2-7(橋座面)

0.86

A=0.9235ｘ0.700ｘ2

+0.487×0.970×4+0.298×0.150×4

A=0.785×0.970×2

A=0.835×0.775×2+1.729×0.700×2

A=0.600×0.130+(0.133+0.397)÷2×0.790

A=0.9235ｘ0.700ｘ2

A=0.785×0.970×2

+0.487×0.970×4+0.298×0.150×4

A=0.835×0.775×2+1.729×0.700×2

0.86

3.59

3.71

0.29

3.59

A=(1.020+1.100)÷2×0.9235×2 1.96 A=(1.020+1.100)÷2×0.9235×2 1.96

3.71

【注記】1.施工時諸寸法は、現地計測により決定する。

小計 16.66ｍ2 小計 16.58 ｍ2

合計 33.24 ｍ2

小計 0.77ｍ2 0.038ｍ3

小計 0.74ｍ2 0.038ｍ3

(平均厚さ 50mm)

合計 1.51ｍ2 0.076ｍ3

（特記事項）
1,図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。
2,ひび割れ注入工の際、既設ｺﾝｸﾘｰﾄ面の脆弱箇所はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄにより断面修復を行う。
3,表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修について協議を行い判定する。
4,ひび割れ深さは、ひび割れ幅の200倍(推定)とする。

低圧注入工法
（0.2mm≦ひび割れ幅＜1.0mm）

ひび割れ注入工詳細図

W
=
3
0
m
m

断面図

ひびわれ

t=2mm
シール材

取付けパイプ

ゴム注入式
インジェクター

エポキシ樹脂系注入材

平面図

シール材

ひび割れ

注入パイプ

パイプ間隔25cm程度

注入用パイプセット

パイプ間隔確認

ひび割れ面シール

シール材の養生

パイプ撤去

完了

シール材撤去

ひび割れ部の清掃

注 入※

※ 進行性のひび割れ

エポキシ樹脂の使

用を考慮

の場合は、可撓性
注入量の確認・養生

ひび割れ注入工フロー

番号 延長(ｍ)

ひび割れ注入工数量表

1

ひび割れ幅(mm) ひび割れ深(mm)(推定値)

0.40 0.30 60

計

2 0.30 601.20

1.60

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 １１

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

0.60mm



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

主桁補修工(1)

主桁補修工(1)

(主桁)

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

延長(ｍ) ひび割れ幅(mm) ひび割れ深(mm)(推定値)

0.30

番号 延長(ｍ) ひび割れ幅(mm) ひび割れ深(mm)(推定値)

0.40

0.70

0.70

0.40

0.95 0.40

1.15 0.50

0.90 0.50

0.90 0.40

1.00 0.45

1.00 0.45

1.20 0.25

0.60

0.80 0.40

0.25 0.40

80

80

80

80

80

80

100

100

90

90

50

60

番号 延長(ｍ) ひび割れ幅(mm) ひび割れ深(mm)(推定値)

25

26

27

28

29

0.300.95

0.85 0.35

0.70 0.35

0.95 0.40

0.70 0.40

80

80

60

70

70

16

17

18

19

20

21

22

23

24

0.30

0.90 0.40

0.70 0.35

0.60 0.30

1.00

0.75 0.50

0.65 0.55

0.85 0.45

0.70 0.50

0.400.90

80

80

70

60

60

100

110

90

100

13

14

15

0.95 0.40

0.450.95

0.401.00

80

80

90

側 面 図

A1 A2

65786578

支間長 13350 350350

50 50桁長 14050

橋長 14150

至 桜ヶ丘 至 城南

S＝1：100

修復

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

断面修復工数量表（左官工法）

10

（特記事項）

1,図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。

2,はつり処理にあたり、既設面との境界部がﾌｪｻﾞｰｴｯｼﾞとならないように
ﾃﾞｨｽｸｶｯﾀｰで10～20mm程度の切込みを入れる。

3,脆弱部を撤去後、露出した鉄筋は錆を除去し、防錆措置を行うこと。
4,表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修について協議を行い判定する。

幅(W) 長さ(L) 深さ(t)

50

50

50

50

修 復 寸 法 (mm)

面積(m2) 体積(m3)

修復数量
備 考

修復

番号 幅(W) 長さ(L) 深さ(t)

修 復 寸 法 (mm)

面積(m2) 体積(m3)

修復数量
備 考

修復

番号 幅(W) 長さ(L) 深さ(t)

修 復 寸 法 (mm)

面積(m2) 体積(m3)

修復数量
備 考

50

50

11

12

50

50

50

50

50

50

50

50

31

32

33

50

50

50

28

29

30

50

50

50

25

26

27

50

50

50

50

50

50

50

50

50

16

17

18

19

20

21

22

23

24

50

50

50

13

14

15

350 150

200 150

250 200

250 250

400 350

300 250

500 150

300 700

300 400

200 250

200 300

250 150

300 1950

400 1100

200 700

250 200

200 500

250 200

140 150

150 300

300 300

100 300

150 130

250130

180 160

350 250

170 200

150 900

60 110

1070 150

200 200

900 250

1070 150

0.05

0.03

0.05

0.06

0.14

0.08

0.08

0.21

0.12

0.05

0.06

0.04

0.59

0.44

0.14

0.05

0.10

0.05

0.02

0.05

0.09

0.03

0.02

0.03

0.03

0.09

0.03

0.14

0.01

0.16

0.04

0.23

0.16

0.003

0.002

0.003

0.003

0.007

0.004

0.004

0.006

0.003

0.003

0.002

0.029

0.022

0.007

0.003

0.005

0.003

0.001

0.002

0.005

0.002

0.001

0.002

0.001

0.004

0.002

0.007

0.001

0.008

0.002

0.011

0.008

50 0.011

小計 0.89m2 0.044m3

小計 10.15ｍ 4.85mm 小計 9.95ｍ 5.00mm

小計 4.15ｍ

合計 24.25ｍ 11.65mm

1.80mm

ひび割れ注入工数量表

（特記事項）
1,図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。
2,ひび割れ注入工の際、既設ｺﾝｸﾘｰﾄ面の脆弱箇所はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄにより断面修復を行う。
3,表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修について協議を行い判定する。
4,ひび割れ深さは、ひび割れ幅の200倍(推定)とする。

W
=
3
0
m
m

断面図

ひびわれ

t=2mm
シール材

取付けパイプ

ゴム注入式
インジェクター

エポキシ樹脂系注入材

平面図

シール材

ひび割れ

注入パイプ

パイプ間隔25cm程度

注入用パイプセット

パイプ間隔確認

ひび割れ面シール

シール材の養生

パイプ撤去

完了

シール材撤去

ひび割れ部の清掃

注 入※

※ 進行性のひび割れ

エポキシ樹脂の使

用を考慮

の場合は、可撓性
注入量の確認・養生

ひび割れ注入工フロー

ひび割れ注入工詳細図

低圧注入工法
（0.2mm≦ひび割れ幅＜1.0mm）

断面修復工フロー

既設鉄筋防錆処理

プライマー塗布

カッターライン（平均）

ｔ

※

ポリマーセメントモルタル

コンクリートはつり
劣化部除去

鉄筋ケレン

鉄筋防錆処理

養生

完了

プライマー塗布

断面修復

錆汁滲出部のみ

※ 鉄筋露出部，

断面修復工詳細図

2.幅は橋直角方向、長さは橋横軸方向である。
【注記】1.施工時諸寸法は、現地計測により決定する。

小計 0.97m2 0.051m3 小計 1.61m2 0.082m3

(平均厚さ 50mm)

合計 3.47m2 0.177m3

298298 298
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桁長 14050

至 城南至 桜ヶ丘

ひび割れ14

ひび割れ7

平 面 図 S＝1：50
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令 和 ７ 年 度

１５ 葉 １２

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事



図面番号

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

主桁補修工(2)

(横桁)

主桁補修工(2)

図 示

側 面 図

65786578

支間長 13350 350350

50 50桁長 14050

橋長 14150

至 桜ヶ丘

S＝1：100

A1 A2

至 城南

（特記事項）
1,図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。
2,ひび割れ注入工の際、既設ｺﾝｸﾘｰﾄ面の脆弱箇所はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄにより断面修復を行う。
3,表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修について協議を行い判定する。
4,ひび割れ深さは、ひび割れ幅の200倍(推定)とする。

W
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m
m

断面図

ひびわれ

t=2mm
シール材

取付けパイプ

ゴム注入式
インジェクター

エポキシ樹脂系注入材

平面図

シール材

ひび割れ

注入パイプ

パイプ間隔25cm程度

注入用パイプセット

パイプ間隔確認

ひび割れ面シール

シール材の養生

パイプ撤去

完了

シール材撤去

ひび割れ部の清掃

注 入※

※ 進行性のひび割れ

エポキシ樹脂の使

用を考慮

の場合は、可撓性
注入量の確認・養生

ひび割れ注入工フロー

ひび割れ注入工詳細図

低圧注入工法
（0.2mm≦ひび割れ幅＜1.0mm）

ひび割れ注入工数量表
番号

1

2

延長(ｍ) ひび割れ幅(mm) ひび割れ深(mm)(推定値)

0.40 80

計

0.95

0.80 0.30 60

1.75
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平 面 図 S＝1：50
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令 和 ７ 年 度

１５ 葉 １３

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

0.70mm



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

支承補修工

(沓座モルタル)

支承補修工

ゴム支承

t=2㎝

4
0

20

2
0

※チッピング

※桁端下や添架物で作業が困難な場合は、目粗し程度を

確保するほか、協議により対処工法を決定する。

カッター切込

(無収縮材)

沓座モルタル補修工

正 面 図

沓座モルタル補修工

3
5
0

450

下面積A=0.47m2

(無収縮材)

平 面 図 S＝1：10

S＝1：10

主桁

横桁 横桁

上面積A=0.41m2

7
1
0 主桁

7
5
0

89
0

85
0

800

830

850×800

1
0

890×830

平 面 図

A1 A2

Ｇ２

Ｇ３

Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３

桁長 14050

橋長 14150

S＝1：50

A1-G1

A2-G3

A2-G1

沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

Ｇ１

沓座モルタル補修工

5050

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 １４

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

【注記】1.施工時諸寸法は、現地計測により決定する。

無収縮材

型枠
A=(0.80＋0.83)÷2×0.04×2＋

0.03m3V=(0.41＋0.47)÷2×0.04＋0.47×0.02=

V=(0.41＋0.47)÷2×0.04＋0.47×0.02=

(0.85＋0.89)÷2×0.04=
0.10m2

沓座ﾓﾙﾀﾙ補修工

工種

ﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ

算 定 式 数 量

0.47m2

備 考

全箇所数 3箇所沓座モルタル補修工数量表(1箇所当り)

A=0.47m2

0.03m3



図面番号

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

橋梁足場工参考図

橋梁足場工参考図

平 面 図 S＝1：100

支間長 13350 350350

50桁長 1405050

橋長 14150

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

土淵川

上山崎水管橋(SUS250A-STK350A)

空気弁
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HPΦ
300

IP.2

HPΦ
600

HP
Φ
60
0

組合せ300

組合せ300

DIPΦ250

HPΦ600

DI
PΦ

25
0

BM.1
H=64.934

至 桜ヶ丘

至 城南
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土
淵
川

吊
足

場
工

7
8
0
0

W
=
5
8
0
0

W
=
5
8
0
0

吊足場工 10320

57ﾟ00′
00″

吊足場工

側 面 図 S＝1：50

支間長 13350 350

橋長 14150

350 350

50桁長 1405050

A1 A2

41734173

（3500） （3500）

5
0
0
0

5
0
0
0

至 桜ヶ丘 至 城南

S＝1：50断 面 図

3
0
9
0

塩ビ波板

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ

橋桁下面

6
0
0

H.W.L 64.358

6
6
4

シート張り防護 おやご ころばし 足場板 構造用合板吊チェーン

河床高 62.158

H.W.L

吊
下

げ
高

6
6
4

64.358

6
7
0

桁
下

余
裕

出
水

期

吊足場工 Ｌ＝10320

6
7
0

2
4
2
0

1450 450 1450450 450375 375

5000 400

10001000

7800

8100

9
7
0

400

2
2
0
0

吊足場工 W=5800

吊足場工

令 和 ７ 年 度

１５ 葉 １５

桜ヶ丘１２号線

弘前市大字 小沢 地内

令和６年度 上山崎橋橋梁補修工事

非出水期既往最大(過去5年)水位桁
下
余

裕
非

出
水

期

63.875

1
1
4
7

水
深

1
7
1
7

(施工時水位)

4
7
7

非
出

水
期

水
位

吊
足

場
下

端
～

4
7
71
1
4
7

非出水期既往最大(過去5年)水位 63.875(施工時水位)


